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2
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル

総
務
省
で
は
、
昨
年
６
月
末
日
現

在
で
合
併
協
議
会
等
の
設
置
状
況
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
設
置
数(

予
定
数

含
む)

は
２
４
３
で
、
関
係
市
町
村

数
は
１
２
４
７
と
な
り
、
全
国
の
４

割
近
く
の
市
町
村
が
、
複
数
の
市
町

村
間
で
合
併
に
関
す
る
何
ら
か
の
調

査
研
究
組
織
を
構
成
・
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
と
発
表
し
ま
し

た
。（
平
成
13
年
８
月
末
）

こ
れ
を
同
年
４
月
末
日
現
在
の
設

置
数
１
５
７
、
関
係
市
町
村
数
８
３

２
と
比
較
す
る
と
設
置
数
が
86
（
＋

54
・
８
％
）、
関
係
市
町
村
数
が
４

１
５
（
＋
49
・
９
％
）
増
加
し
て
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
、
現
在
は
さ
ら
に

増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今、全国各地で市町村合併を考える

市町村が増えています。

それは、少子高齢化の進行、国、地方での

厳しい財政状況、地方分権社会の到来、

日常社会生活圏の拡大など社会情勢の変化が

大きな要因になっています。

しかし、市町村合併は難しいと言っている

だけでは、議論は前に進んでいきません。

決して「将来」の問題ではなく、

「今」議論しなければならない問題です。

町では、市町村合併は行政だけで

決めるものではなく、意見を聴き、

議論を深めることが必要であると考え、

昨年8月と10月に広く住民のみなさんを

対象に講師を招いて研修会を開き、

その概要をご紹介してきました。

今月は、現在の全国的な動きと、

県下の市町村の動きをご紹介します。

玉
城
町
も
昨
年
６
月
15
日
、
町
職

員
で
「
市
町
村
合
併
問
題
等
研
究

会
」
を
、
ま
た
９
月
21
日
に
は
町
議

会
に
特
別
委
員
会
と
し
て
「
市
町
村

合
併
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
け
、

近
隣
の
市
町
村
と
情
報
交
換
や
勉
強

会
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
様
に
複
数
市
町
村
間
で

構
成
す
る
協
議
会
・
研
究
会
や
、
単

市
町
村
合
併
問
題
の
解
決
に
は
相

当
の
議
論
と
長
い
年
月
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
例
で
は
、
合
併
の

解
決
に
幾
度
と
な
く
失
敗
を
繰
り
返

し
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
と
こ
ろ
も

あ
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
合
併
が
完
了

し
た
市
町
村
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、

任
意
の
合
併
協
議
会
、
そ
の
あ
と
法

定
協
議
会
等
々
の
手
続
き
を
踏
ま

え
、
ま
た
合
併
そ
の
も
の
の
是
非
を

議
論
す
る
期
間
を
考
え
て
も
、
今
年

は
真
剣
に
合
併
問
題
を
考
え
る
年
に

な
り
そ
う
で
す
。

合
併
に
関
す
る
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
、
ご
質
問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
総
務
課
　
TEL
（
５
８
）
８
２
０

０
、
ま
た
は

info@
tow
n.tam

aki.m
ie.jp

へ

今
年
は
真
剣
に 

　
　
合
併
問
題
を
考
え
る
年
に
！ 

今
年
は
真
剣
に 

　
　
合
併
問
題
を
考
え
る
年
に
！ 

任
意
・
法
定
協
議
会
は
合
併
の

是
非
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
項

を
検
討
す
る
場
で
、
任
意
か
ら
法

定
へ
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
一
旦

進
ち
ょ
く
状
況
を
任
意
協
議
会
で

確
認
し
、
合
意
の
上
で
法
定
協
議

会
へ
と
進
む
の
が
有
効
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
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桑名地区周辺都市研
究会

員弁地区町合併協議
会

四日市地区広域都市
研究会

四日市市・鈴鹿市合
併研究会
鈴鹿亀山地区市町村
合併研究会

松阪地方市町村合併
検討会

南勢・南島広域まち
づくり研究会

志摩地域合併問題協
議会設立準備会

伊賀地区市町村合併
問題協議会

紀南地域市町村合併
勉強会

桑名市
多度町
長島町
木曽岬町
北勢町
員弁町
大安町
東員町
藤原町
朝日町
川越町
菰野町
楠町
四日市市
鈴鹿市

亀山市

関町
河芸町
芸濃町
美里村
安濃町
津市
久居市
香良洲町
一志町
白山町
美杉村
嬉野町
三雲町
松阪市
飯南町
飯高町
多気町
明和町
勢和村
宮川村
大台町
大宮町
紀勢町
大内山村
玉城町
小俣町
御薗村
伊勢市
二見町
度会町

南勢町

南島町
鳥羽市
浜島町
大王町
志摩町
阿児町
磯部町
名張市
上野市
伊賀町
島ヶ原村
阿山町
大山田村
青山町
尾鷲市
紀伊長島町
海山町

熊野市

御浜町
紀宝町
紀和町

鵜殿村

朝日町合併検討庁内委員会

楠町合併検討委員会

鈴鹿市市町村合併研究会

亀山市市町村合併研究会

広域行政検討委員会
河芸町市町村合併問題庁内検討会

市町村合併問題市民懇話会

庁内推進組織
市町村合併問題検討委員会
市町村合併問題調査研究会
市町村合併問題庁内検討会

合併問題研究プロジェクト会議

市町村合併検討委員会
市町村合併検討委員会

市町村合併問題等研究会

市町村合併推進連絡会議

市町村合併問題研究プロジェクト
チーム

市町村合併研究チーム

大王町町村合併問題懇談会

市町村合併を考える会

伊賀町職員市町村合併問題研究会

尾鷲市市町村合併研究会
紀伊長島町市町村合併研究会

（有志による）市町村合併調査研
究会
市町村合併研究チーム
市町村合併研究チーム
紀和町役場職員市町村合併勉強会
市町村合併に関する鵜殿村職員勉
強会

職員７名

職員７名

職員５名

職員12名

職員８名
職員13名

住民等15名

職員５名
職員18名
職員12名
職員36名

職員９名

住民等24名
住民等24名

職員８名

職員15名

職員17名

職員21名

住民等18名

職員15名

職員20名

職員20名
職員13名

職員29名

職員９名
職員12名
職員８名

職員13名

独
市
町
村
内
の
委
員
会

な
ど
も
設
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
真
剣
に
合
併
問

題
に
取
り
組
む
市
町
村

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

（「
市
町
村
合
併
に
関
す

る
研
究
会
等
設
置
状
況
」

を
参
照
）

▲保健福祉会館ふれあいホールで
開催された研修会



県
下
の
代
表
的
な
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
の
祭
典
ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
12
月
22
日
夜
、

中
央
公
民
館
（
旧
改
善
セ
ン
タ
ー
）

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
会
場
は

割
れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
に
つ
つ
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
み
え

県
民
文
化
祭
事
業
の
一
環
で
、
厳
正

な
審
査
で
選
ば
れ
た
６
バ
ン
ド
と
、

地
元
玉
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
ゲ
ス
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ト
の
２
バ
ン
ド
あ
わ
せ
て
９
バ
ン
ド

が
出
演
。

会
場
に
は
立
ち
見
席
が
出
る
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
方
が
詰
め
か
け
、
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
な
が
ら
出
演
者

と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

女性がボーカルの「SCOOP」

こ
の
日
、「
お
か
あ
さ
ん
！
サ
ン

タ
さ
ん
と
握
手
し
た
よ
ー
。」
と
目

を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
な
が
ら
話
を
し

て
い
る
子
ど
も
や
、「
サ
ン
タ
さ
ん

に
も
ら
っ
た
絵
本
や
！
」
と
大
事
に

読
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。

町
の
４
つ
の
保
育
所
で
12
月
25

日
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

玉
城
町
商
工
会
青
年
部
（
山
本
直

志
部
長
）
の
皆
さ
ん
が
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
に
扮
し
、
保
育
所
を
回
っ
て
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
よ
う
と
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
と

な
り
ま
す
。

鈴
の
音
と
と
も
に
サ
ン
タ
さ
ん
が

あ
ら
わ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
。「
サ
ン
タ
さ
ん
は
煙
突
が
な

い
の
に
、
ど
う
や
っ
て
お
う
ち
に
は

い
る
の
？
」
な
ど
質
問
を
し
た
り
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
、
歌
や

踊
り
、
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ

り
、
記
念
写
真
を
と
っ
た
り
と
そ
れ

ぞ
れ
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

有田保育所で

田丸保育所で

カーテンコールに応える出演者 若者に囲まれ、あいさつする中瀬町長
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ん
（
栄
町
）
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

簡
単
に
作
れ
る
四
角
凧
の
制
作
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
月
６
日
の
田
丸
小
学
校
運
動
場

で
行
っ
た
凧
あ
げ
大
会
で
は
、
森
田

さ
ん
の
作
品
披
露
を
皮
切
り
に
、
持

ち
寄
っ
た
凧
が
強
い
北
風
を
受
け
て
、

天
高
く
あ
が
る
も
の
や
、
回
転
し
な

が
ら
地
面
に
落
下
す
る
も
の
な
ど

様
々
で
、
参
加
者
た
ち
は
寒
さ
に
負

け
ず
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

町
勤
労
者
生
活
福
祉
協
議
会
（
西

村
博
会
長
）
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

昔
な
が
ら
の
遊
び
や
文
化
を
継
承
し

て
も
ら
お
う
と
、
町
教
育
委
員
会
の

後
援
で
12
月
23
日
、
中
央
公
民
館
で

「
凧
づ
く
り
教
室
」
を
開
き
、
１
月

６
日
に
は
手
づ
く
り
の
凧
で
、「
凧

あ
げ
大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
23
日
の
教
室
で
は
、
30
人
ほ

ど
の
親
子
が
、
会
員
や
講
師
に
招
い

た
町
の
凧
づ
く
り
名
人
森
田
勇
三
さ

B

玉城町長

c
o

l
u

m
n

な
お
、
同
事
業
で
は
平
成
12
年

度
、
役
場
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設

置
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
佐
田

墓
地
西
側
の
外
城
田
川
に
架
か
る
永

楽
橋
に
歩
道
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
、
身
体
障

害
者
な
ど
の
生
活
弱
者
が
利
用
し
や

す
い
公
共
施
設
を
目
指
そ
う
と
す
る

も
の
で
、
平
成
12
・
13
年
度
事
業
と
し

て
既
存
橋
の
北
側
に
幅
２
ｍ
、
長
さ

30
ｍ
の
歩
道
橋
を
設
置
し
通
学
路
と

し
て
も
利
用
さ
れ
ま
す
。
工
事
費
は

約
３
０
０
０
万
円
で
す
。

今年も全国各地で成人式が行われました。
昨年は高知県など各地で成人式騒動があり、成人
式のあり方やその意義に多くの意見が出されました。
各市町村で行われる成人式も半世紀近い歴史があり
ますが、現代社会と相応して成人される諸君にも大
きな変革期であろうと思います。
少子化を反映して家庭環境も変わりました。平均
して一家庭で２人に満たない少子化の子育てにも、
いくつかの問題があろうと思いますし、多少のこと
はあっても経済的に豊かな時代。兄弟姉妹が切磋琢
磨して鎬（しのぎ）を削ることもなく、ひたすらに
孤独な勉学にのみ集中する時代、大人への成長に問
題があることも同情するところであります。
そんな中で１月14日、中央公民館で開催された玉
城町の成人式は素晴らしかったと思います。玉城町
の将来を背負う成人の諸君に万雷の拍手を送りたい
と存じます。
新成人にとって後輩になる玉城中学校の吹奏楽部
40名の皆さんが先輩の成人を祝って５曲祝賀の演奏
をしてくれました。感動して涙を流しながらタクト
を振る先生、一生懸命演奏するクラブ員の皆さん、
まなざしを一つにして熱心に聴き入る成人の皆さん、
会場一体になって成人を祝う“さま”は見事でありま
す。夢を託したロマンそのものであります。ありが
とう。心から新成人に幸多かれと祈念申し上げます。

さて、もう一つこれも新年の話題でありますが、
１月３日消防出初め式が、中央公民館グラウンドで
挙行されました。
元気な団員の皆さんと年賀を申し上げることがで
きました。昨年に引き続き女性消防団員にも参加い
ただきました。今年はさらに増強いただくとのこと
で大変有り難いことであります。女性の立場での啓
発をお願いしたいところであります。
特に今年は東海地震や、東南海、南海地震の長期
予報が修正され、来る30年の間に40％の確立で震
度７弱の地震がありそうとの政府発表の予知があり、
「備えあれば憂いなし」と万全を期さなければと存じ
ます。
消防は国県でなく市町村に課せられた重大責務で
あるだけに大事であります。災害から生命財産をお
守りする防災計画を見直し万全を期します。
景気も今ひとつ、雇用問題も必要でありますが、
皆さんと共に頑張る年始めの玉城春秋といたします。

１月16日　町長公室にて

手づくり凧をあげて楽しむ参加者

生活弱者もこれで安心。完成した永楽橋で
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平
成
13
年
度
中（
平
成
14
年
３
月

31
日
）ま
で
に
ご
加
入
い
た
だ
く
と

加
　
入
　
金
　
は

に
な
り
ま
す

引
込
工
事
費

※
一
般
家
庭
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

※
右
記
期
間
以
降
に
な
り
ま
す
と
、

約
４
万
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ご
加
入
い
た
だ
い
た
世
帯
や
事
業

所
に
は
各
１
台
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

６
０
０
円
／
月

（
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

契
約
　
２
、
５
０
０
円
／
月

と
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

２
、
９
８
０
円
／
月
　
の
コ
ー
ス
か

ら
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
ｉ
Ｔ
Ｖ
、
も
し
く
は
お
近

く
の
電
気
屋
さ
ん
で
も
ご
加
入
い
た

だ
け
ま
す
。

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
ア
イ
テ
ィ
ー

ビ
ー
）
TEL
（
27
）
０
７
０
０

TEL
（
58
）８
２
０
０

接
続
し
た
ら
ど
れ
く
ら
い
き
れ
い

に
映
る
の
か
心
配
し
て
み
え
る
方
も

い
ま
す
が
、
役
場
ロ
ビ
ー
に
実
際
の

映
り
具
合
が
分
か
る
よ
う
、
９
台
の

テ
レ
ビ
を
ラ
ッ
ク
に
収
め
放
映
し
て

い
ま
す
。

放
映
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時
ま
で
。（

土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

２月11日（祝）

２月24日（日）

午前10時～午後５時

保健福祉会館　多機能室
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こ
れ
ま
で
の
情
報
提
供
は
、
文
字

や
画
像
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
今
後
、

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
動
画

や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
で
の
動

画
を
蓄
積
し
、
見
た
い
と
き
、
知
り

た
い
と
き
に
自
由
に
閲
覧
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム

を
設
け
る
予
定
で
い
ま
す
。

平
成
９
年
５
月
、「
世
界
を
結
ぶ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」「
情
報
の
宝
庫
」
と

し
て
、
い
ち
早
く
開
設
さ
れ
た
玉
城

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
５
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
、
町
の
情
報
を
広
く
発

信
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

で
は
、
生
活
や
文
化
に
即
し
た
利
用

し
や
す
い
ペ
ー
ジ
が
強
く
望
ま
れ
、

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
本
年
度
改
修

作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
改
修
の
目
的
は
、
町
の
Ｐ

Ｒ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
住
民
が
よ
り

便
利
に
利
用
で
き
る
、
つ
ま
り
町
の

玄
関
（
ポ
ー
タ
ル
）
に
あ
た
る
ペ
ー

ジ
を
目
指
し
、
さ
ら
に
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
公
共
施
設
間
を
光
ケ
ー
ブ

ル
で
結
ぶ
「
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
」

や
、
住
民
が
利
用
す
る
「
光
ケ
ー
ブ

ル
事
業
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）」
と
も
連
携

が
と
れ
た
も
の
を
築
き
、
高
速
で
、

よ
り
迅
速
な
情
報
の
提
供
や
問
い
合

わ
せ
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

町
が
今
行
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ

か
ら
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

行
政
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集

め
た
場
所
で
す
。

町
の
観
光
、
歴
史
な
ど
を
発

信
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

ホームページは、情報の一方的な提供

に止まらず、相互のコミュニケーション

が取れるのが最大の特徴で、町・学校・

保育所などの公共からの情報、住民同士

の情報交換などができるページの入口を

冒頭に設置しました。

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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魅
力
あ
る
町
づ
く
り

右
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
９
、

10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
条
例
と
も
、
失
業
率
が
過
去
最
高
の
水
準
に
あ
る
な
ど
、
最

近
の
経
済
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
な
か
、
人
事
院
勧
告
に
よ
り
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・
05

月
引
き
下
げ
る
改
正
を
す
る
た
め
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
を
は

じ
め
、
一
般
職
員
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
た
め
、
各

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
今
回
の
改
正
は
、
最
近
の

経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
個
人
投
資
家
の
市
場
参
加
促
進
等
の
観

点
か
ら
、
住
民
税
に
つ
い
て
長
期
所
有
上
場
株
式
等
の
譲
渡
所
得

に
つ
き
特
別
控
除
を
行
う
特
例
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
半
島
振
興
地
域
に
お
け
る

工
業
生
産
設
備
に
係
る
地
方
税
の
不
均
一
課
税
の
見
直
し
を
行
う

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

企
業
職
員
の
給
与
に
お
い
て
も
、
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を

０
・
05
月
引
き
下
げ
る
改
正
を
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

女
性
団
員
４
名
が
火
災
予
防
の
啓
発
や
高
齢
者
へ
の
指
導
、
町

消
防
行
事
の
支
援
活
動
な
ど
に
当
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
活

なるほどレポート

平
成
13
年
　
第
８
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

平
成
13
年
第
８
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
12
月
13
日
開
会
さ
れ
、
平
成
12
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
経

済
・
雇
用
情
勢
の
厳
し
い
中
、
給
与
の
引
き
下
げ
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
、
平
成
13
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
20
議
案
が

上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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動
の
充
実
、
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
定
数
を
５
名
増
員
し
て
、

70
名
に
改
正
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
補
正
に
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
に
対
す
る
人
事
院
勧

告
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
事
業
に
わ
た
っ
て
職
員
の
給
与

費
の
改
定
を
含
め
た
過
不
足
調
整
の
ほ
か
、
主
な
も
の
は
、

：

総
務
管
理
費
で
町
単
独
で
の
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て

臨
時
雇
人
賃
金
３
０
０
万
円
、
町
債
管
理
基
金
積
立
金
２
０
０
０

万
円
の
新
規
計
上
、
選
挙
費
で
町
長
選
挙
費
４
１
５
万
円
を
計
上

す
る
な
ど
、
３
４
８
７
万
８
０
０
０
円
の
増
額
。

：

社
会
福
祉
費
で
児
童
手
当
費
扶
助
費
５
２
８
万
円
の

増
額
、
福
祉
医
療
費
扶
助
費
で
５
０
６
万
２
０
０
０
円
の
増
額
な

ど
、
１
４
２
８
万
２
０
０
０
円
の
増
額
。

：

保
健
衛
生
費
で
予
防
費
委
託
料
で
７
４
０
万
７
０
０

０
円
の
増
額
な
ど
、
６
５
２
万
３
０
０
０
円
の
増
額
。

：

農
業
費
で
水
田
土
地
利
用
型
農
業
活
性
化
対
策

事
業
補
助
金
３
５
４
万
７
０
０
０
円
の
増
額
、
県
営
ふ
る
さ
と
農

道
事
業
負
担
金
１
６
３
７
万
１
０
０
０
円
の
減
額
な
ど
、
１
６
０

万
８
０
０
０
円
の
減
額
。

：

道
路
新
設
改
良
費
で
２
９
５
４
万
６
０
０
０
円
の
減

額
な
ど
、
２
５
２
０
万
８
０
０
０
円
の
減
額
。

：

農
地
災
害
復
旧
費
で
９
８
３
万
５
０
０
０
円
の

増
額
、
河
川
災
害
復
旧
事
業
費
１
４
９
４
万
７
０
０
０
円
の
増
額
。

：

地
方
債
の
元
金
繰
上
償
還
金
な
ど
で
３
７
５
１
万
５

０
０
０
円
の
増
額
。

：

公
営
企
業
費
で
公
共
下
水
道
事
業
会
計
支
出
金
５

１
２
万
４
０
０
０
円
の
増
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
町
税
、
負
担
金
、
県
補
助
金
、
臨
時
経

済
対
策
債
等
の
町
債
お
よ
び
予
備
費
等
を
も
っ
て
充
て
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
に
か
け
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
善

意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
12
月
14
日
、
町

商
工
会
女
性
部

（
喜
多
富
美
子
部

長
）
の
み
な
さ
ん

か
ら
パ
ン
ジ
ー
の

植
え
込
み
４
鉢
を

庁
舎
玄
関
に
設
置

し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
12
月
14
日
、「
ハ
ー
ブ
ピ
ア
の
仲
間
達
」
様
か

ら
福
祉
事
業
に
と
３
万
円
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
大
西
正
郎
様
（
世
古
）
か
ら
１
万
円
を
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
ミ
マ
ス
労
働
組
合
様
か
ら
２
万
円
を
社
会
福

祉
協
議
会
へ
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
新
間
脩
子
様
（
栄
町
）
か
ら
３
万
円
を
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
12
月
25
日
、
京

セ
ラ（
株
）か
ら
福

祉
事
業
に
と
42
万

３
２
６
８
円
、
京

セ
ラ
労
働
組
合
か

ら
７
万
７
５
４
３

円
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
昨
年
末
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
、
保
健
福
祉
会
館
に
門
松
を
設
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６
３
４
７
万
円
を
追
加

し
、
総
額
46
億
６
７
８
０
万
３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

退
職
被
保
険
者
療
養
給
付
費
で
大
幅
な
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３
７
１
２
万
円
を
追
加
し
、

総
額
８
億
８
０
３
７
万
９
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

収
益
的
支
出
の
営
業
費
用
に
お
い
て
人
件
費
等
の
過
不
足
の
調

整
を
す
る
と
と
も
に
、
資
本
的
支
出
に
お
い
て
建
設
改
良
費
で
工

事
請
負
費
な
ど
１
５
３
６
万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
２
億

８
３
０
８
万
２
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

被
保
険
者
の
増
加
を
含
め
、
医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
６
３
９
万
円
を
追
加
し
、
総
額
９

億
５
１
３
０
万
７
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

平
成
15
年
供
用
開
始
に
向
け
、
管
渠
工
事
費
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

進
入
路
用
地
買
収
費
お
よ
び
流
域
下
水
道
事
業
負
担
金
な
ど
を
増

額
す
る
も
の
で
、
資
本
的
収
支
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億
１
９
９
２
万
４

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
９
億
１
５
１
６
万
９
０
０
０
円
と
し

た
も
の
で
す
。

国
か
ら
の
追
加
事
業
費
を
受
け
、
管
路
工
事
を
進
め
る
と
と
も

に
早
期
の
供
用
開
始
を
目
指
す
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に

８
０
５
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
４
７
２
２
万
円
と

し
た
も
の
で
す
。
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町
財
政
公
表

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
経
済
が
低
成
長
時
代
に
入
り
町
財
政
へ
の
影

響
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
経
済
再
生
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
た

地
域
福
祉
施
設
の
充
実
等
財
政
需
要
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

お
り
、
平
成
12
年
度
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
社
会
情
勢
を
的

確
に
と
ら
え
、
行
政
運
営
の
効
率
化
、
行
政
改
革
を
進
め
堅
実
な

行
政
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
布
設
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
（
光

ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
公
共
施
設
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
基
本
計
画
策
定
等
の
今
後
の
Ｉ
Ｔ
化
社
会
に
向

け
た
取
組
み
、
防
災
対
策
と
し
て
、
町
営
住
宅
城
東
団
地
の
耐
震

診
断
、
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
（
有
田
地
区
）、
小
型
ポ
ン
プ
積
載

車
の
購
入
（
第
２
分
団
）、
耐
震
性
防
災
水
槽
の
設
置
（
中
央
公
民

館
駐
車
場
、
田
丸
駅
裏
）、
善
兵
衛
川
の
改
修
工
事
等
を
順
次
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
田
丸
城
址
遊
歩
道
整
備
事
業
、
有
田
小
・
下
外
城
田

小
学
校
の
運
動
場
改
修
事
業
、
田
丸
保
育
所
屋
根
改
修
事
業
、
駅

前
広
場
整
備
事
業
、
町
道
田
丸
世
古
線
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
整

備
事
業
、
外
城
田
川
の
災
害
復
旧
事
業
、
容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

よ
る
分
別
収
集
・
生
ご
み
処
理
機
等
の
整
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
総
額
48
億
１

２
６
６
万
９
３
７
８
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
45
億
５
１
２
１
万
４

３
５
５
円
と
な
り
、
繰
越
明
許
費
１
億
２
２
３
万
円
を
差
し
引
い

て
実
質
収
支
額
１
億
５
９
２
２
万
５
０
２
３
円
を
繰
越
す
決
算
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
地
方
財
政
法
第
７
条
な
ら
び
に
条
例
の
規
定
に
よ
り
玉

城
町
財
政
調
整
基
金
へ
８
千
万
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

（
平
成
12
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
提
案
理
由
か
ら
抜
粋
）

﹇
平
成
12
年
度
決
算
﹈

平
成
12
年
度
（
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
13
年
３
月
31
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
昨
年
の
町
議
会
12
月
定
例
会
に
上

程
さ
れ
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
（
企
業
会
計
含
め
ず
）
あ
わ
せ
て
、
歳
入
が
68
億
１
３
０
２
万
２
１
０
０
円
、
歳
出
が
65
億
２
２
８
６
万

７
９
７
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

H9

25

30

35

40

45

50

55

60
億円 

4,909,422 
4,775,583

5,550,332 
5,342,182

4,812,669 
4,551,214

5,735,285 
5,617,834

H10

4,804,131 
4,606,628

H11 H12

H8

歳入 
歳出 

単位：年度・千円（千円未満四捨五入） 

町財政公表

【過去5年間の一般会計決算の推移】



会計区分 歳　　入 歳　　出 差　引　額
●一般会計 4,812,669,378 4,551,214,355 261,455,023
●特別会計 2,000,352,722 1,971,653,619 28,699,103
国民健康保険 840,271,643 807,455,331 32,816,312
同和地区福祉資金貸付事業 7,856,194 0 7,856,194
住宅新築資金等貸付事業 8,135,830 32,768,098 △24,632,268
老人保健 993,186,705 992,453,416 733,289
山村振興事業 50,368,543 48,466,477 1,902,066
農業集落排水事業 100,533,807 90,510,297 10,023,510

計 6,813,022,100 6,522,867,974 290,154,126
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■町財政公表■　

【 平成12年度 会計別決算 】

町民税の内訳 
個人　 509,583千円 
法人　 351,905千円 

民生費 
986,066千円　21.7%

労働費　　39,007千円 
災害復旧費 37,765千円 
予備費                 　0円 
 

土木費 
650,334千円　14.3%

歳出決算 歳出決算 （款別） 

歳出決算 歳出決算 （性質別） 

（款別） 

消防費 
193,939千円　4.3%

議会費 
87,300千円　1.9%

商工費 
64,404千円　1.4%

その他　76,772千円　1.7%

教育費 
415,730千円 
9.1%

総務費　505,259千円　11.1%

公債費 
534,027千円　11.7%

衛生費 
343,772千円　7.6%

農林水産費 
352,174千円 
7.7%

諸支出金 
341,438千円　7.5%

財産収入 19,841千円 
使用料及び手数料 30,863千円 
繰入金 10,871千円 
ゴルフ場利用税交付金 15,569千円 
寄付金 5,106千円 
交通安全対策特別交付金 3,052千円 
特別地方消費税交付金 4,337千円 
国有提供施設等交付金 548千円 
 町税 

1,685,627千円 
35.0%

そ
の
他
の
内
訳 

歳入決算 歳入決算 

その他 
149,897千円 

3%

自動車取得税交付金 
69,043千円　1.4%

繰越金 
138,150千円　2.9%

諸収入 
156,960千円　3.3%

分担金及び負担金 
150,751千円　3.1%

地方特例交付金 
76,190千円　1.6%
利子割交付金 

74,997千円　1.6%

地方譲与税 
87,698千円　1.8%
地方消費税交付金 
130,834千円　2.6%

県支出金 
202,916千円　4.2%

国庫支出金 
204,671千円　4.3%

町債 
412,600千円　8.6%

歳入合計　4,812,669千円 

歳出合計　4,551,214千円 

地方交付税 
1,349,022千円　28.0%

町税の内訳 町民税  
861,488千円　51.1%

たばこ税 
　87,104千円　5.2%

軽自動車税　 
25,041千円　1.5%

特別土地保有税 
2,346千円　0.1%

固定資産税 
　709,648千円　42.1%

扶助費　126,583千円　2.8%

公債費 
534,027千円 
11.7%

投資的経費費 
1,151,773千円 
25.3%

補助費等 
822,397千円 
18.1%

人件費 
1,014,142千円 
22.3%

12年度決算額　4,551,214千円 

繰出金 
169,856千円 
3.7%

物件費・維持補修費 
628,481千円 
13.8%

その他　103,955千円　2.3%

●投資的経費 
　道路等基盤整備や学校などの公共施設の整 
　備に要する経費 
 ●人件費 
 　議員等報酬、給料、職員手当など 
 ●扶助費 
 　各種法令に基づき支給される社会保障経費 

（単位：円）



民生費 
1,008,757千円 
20.3%

商工費       48,179千円 
予備費        46,569千円 
労働費　　37,689千円 
災害復旧費 20,411千円 
 
 
 

土木費 
734,393千円　14.8%

消防費 
202,333千円　4.1%

議会費　88,322千円　1.8%

その他　152,848千円　2.9%

公債費 
516,097千円　10.4%

総務費 
682,402千円　13.7%

衛生費 
341,554千円　6.9%

諸支出金 
440,202千円　8.9%

農林水産費 
312,773千円　6.3%

繰入金 56,204千円 
使用料及び手数料 34,389千円 
ゴルフ場利用税交付金 13,800千円 
寄付金 3,362千円 
交通安全対策特別交付金 2,800千円 
国有提供施設等交付金 548千円 

町税 
1,654,238千円 
33.4%

その他　111,103千円　2.2%

利子割交付金　65,775千円　1.3%

諸収入　143,912千円　2.9%
繰越金　181,455千円　3.6%

財産収入 
130,469千円 
2.6%

地方消費税交付金 
120,000千円　2.4%

分担金及び負担金　105,109千円　2.1%

地方特例交付金　83,250千円　1.7%
地方譲与税　85,000千円　1.7%

自動車取得税交付金　60,000千円　1.2%

県支出金　359,887千円　7.2%

国庫支出金　220,305千円　4.4%

町債　536,700千円　10.8%

地方交付税 
1,115,000千円 
22.5%

支出済額　　1,971,033,419円 
 
現計予算額　4,971,428,000円　 

収入済額　　2,448,224,589円 
 
現計予算額　4,971,428,000円　 

教育費 
491,747千円　9.9%
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町
財
政
公
表

町財政公表

玉
城
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
収
支
状
況
を
グ
ラ
フ
や
表
で
紹
介
し

ま
す
。

今
回
は
、
平
成
13
年
度
上
半
期
（
平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
求
め
ら
れ
る
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
国
の
財
政
不
足
に
よ
る
交
付
税
や
補
助
金
の

減
額
は
、
財
源
の
大
半
を
こ
れ
に
依
存
し
て
い
る
当
町
に
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
９
月
末
現
在
の
状
況
を
、
昨
年
度
決
算
額
（
９
・
10

㌻
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
地
方
交
付
税
額
は
平
成
12
年
度
約
13
億
５

０
０
０
万
円
に
対
し
、
13
年
度
は
約
11
億
２
０
０
０
万
円
（
現
計
予

算
額
）
と
、
約
２
億
３
０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
一
方
で
借
入
金（
町
債
）は
、
平
成
12
年
度
約
４
億
１
３

０
０
万
円
に
対
し
、13
年
度
は
５
億
３
７
０
０
万
円
と
、１
億
２
０
０
０

万
円
あ
ま
り
増
え
て
お
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。



平
成
13
年
度
上
半
期
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

町
税
の
総
額
は
16
億
４
２
３
万
８
０
０
０
円
で
、
９
月
30
日
現
在
、

９
億
３
３
８
７
万
円
あ
ま
り
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
町
民
税
は
厳
し
い
経
済
情
勢
の
あ
お
り
を
受
け
、

平
成
12
年
度
決
算
額
で
個
人
は
約
５
億
１
０
０
０
万
円
、
法
人
は

約
３
億
５
０
０
０
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
13
年
度
（
現
計

予
算
額
）
は
個
人
が
約
４
億
９
０
０
０
万
円
、
法
人
が
約
２
億
９

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
法
人
町
民
税
に
お
い
て
は
２

割
ほ
ど
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。（
町
税
の
内
訳
は
上
図
の
と
お
り
）

地
方
債
と
し
て
町
が
借
り
て
い
る
借
入
金
（
未
償
還
残
高
）
は
、

64
億
６
１
６
５
万
８
９
６
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
、
庁
舎
・
学
校
・
町
営
住
宅
な
ど
の

建
物
の
面
積
は

▼
土
地
　
26
万
２
９
５
０
㎡

▼
建
物
　
４
万
９
１
７
９
㎡

町
が
条
例
の
定
め
に
よ
っ
て
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立

て
て
い
る
お
金

▼
総
額

９
億
３
３
８
７
万
１
２
１
円
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■町財政公表■　平成13年度上半期

●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 607,036,000 396,695,398

支　出 507,036,000 223,814,204

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 7,231,000 4,231,000

支　出 7,231,000 3,309,331

●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 281,024,000 147,709,158

支　出 227,602,000 55,374,427

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 88,299,000 2,934,000

支　出 298,449,000 42,028,534

●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 260,183,000 135,897,900

支　出 260,183,000 113,145,934

●資本的収支

●資本的収支 （単位　円）

予算額 執行済額

収　入 795,245 104,422,063

支　出 795,245 37,475,180

特別土地保有税 
1,997,600円 
0.2%

たばこ税 
36,794,626円　4.0%

【 町税の内訳 】 

固定資産税 
416,100,634円 
44.5%

町民税 
453,144,261円 
48.5%

町税現計予算（収入済額）933,870,121円 

軽自動車税 
25,833,000円　2.8%

10
億円 

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

老
人
保
健
特
別
会
計 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

住
宅
新
築
資
金
等 

　
　
貸
付
事
業
特
別
会
計 

同
和
地
区
福
祉
資
金 

　
　
貸
付
事
業
特
別
会
計 

現計予算額 

支出済額 

収入済額 
7,857

934,917

437,475

439,766

843,259

354,616

336,152

7,875

0

146,915

21,841
14,254

22,122

34,670

210,358

2,983
53,932

24,709

7,857

934,917

437,475

439,766

843,259

354,616

336,152

7,875

0

146,915

21,841
14,254

22,122

34,670

210,358

2,983
53,932

24,709

7,857

934,917

437,475

439,766

843,259

354,616

336,152

7,875

0

146,915

21,841
14,254

22,122

34,670

210,358

2,983
53,932

24,709

予算額 執行済額

収　入 1,000,000 104,422,063

支　出 9,349,000 37,475,180

公債費 
516,097千円　10.4%

投資的経費費 
1,417,792千円 
28.5%

【 普通会計別状況 】 

補助費等 
911,343千円 
18.3%

人件費 
1,108,490千円 
22.3%

13年度予算額　4,971,428千円 

扶助費 
146,284千円　2.9%

物件費・維持補修費 
669,940千円 
13.5%

予備費 
46,577千円　0.9%

その他 
40,489千円　0.8%

繰出金 
114,416千円　2.3%
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く
ら
し
の
情
報
　
2
月
町
内
版

EVENT GUIDE

玉城おはなしキャラバン、２月の予定は次のとおりです。
時間はいずれも午後4時から4時30分まで。
【２月 6日】田丸地区　　城東団地公民館
【２月13日】外城田地区　　玉城苑公民館
【２月20日】下外城田地区　　曽根公民館
【２月27日】有田地区　　　　日向公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL（58）4600へお尋ねください。

刊行されている
町史類

現在、玉城町史編さん室では、平成17年３月の玉城町史下巻の刊行に向け編成作業を行っていますが、仮目次を下記

のとおり設定しましたので、これらの目次に関する古文書や地図、写真等をお持ちの方はぜひ町史編さん室までお知らせ

いただき、ご協力をお願いします。

また、これまで刊行いたしました書籍を中央公民館で販売しております。

詳しくは、町史編さん室（玉城町中央公民館内）へお問い合わせください。
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［町内版］
1

２月12日（火）午後２時から４時まで町内の司法書士

による無料法律相談を町保健福祉会館で開催します。相

談を希望される方は、町福祉課までお申し込みください。

なお、次回相談日は４月９日（火）となります。

・相続・贈与・売買による所有権移転

・担保権の設定・抹消等の不動産登記

・法人に関する登記・訴え・調停・訴訟等の裁判所提出

書類に関するもの

・成年後見法に関するもの

・その他身近な相談など

司法書士による無料法律相談についてのお問い合わせ

は、町福祉課、または保健福祉会館 TEL（58）8000まで

これからスポーツが楽しくなる春に向けて、テニス

を始めてみませんか！

２月・・・・・

25日、28日

３月・・・・・

４日、７日、11日、14日、18日、22日、25日、28日

（全10回、３月４、11、18、22、25日は屋内開催）

午後7時～9時

玉城町営テニスコート（屋外）、玉城勤労者

体育センター（屋内）

初心者向けのテニス指導。（楽しく和気あいあ

いとした教室です）

無料（ただし、保険料（10回分）450円が

必要です。）

玉城町テニス協会

運動のできる服装、スポーツシューズ、ラ

ケット（お持ちでない方には無料貸出しがあります。）

2月20日（水）までに町教育委員会社

会教育課までお申込みください。

玉城町在住または在勤の人。

詳しくは、町教育委員会社会教

育課へお問い合わせください。

町選挙管理委員会では、任期満了に伴う３月31日執行

（告示日３月26日）予定の玉城町長選挙の「立候補予定

者説明会」を次のとおり開催します。

３月５日（火） 午後１時30分～

役場厚生棟会議室

詳しくは、町選挙管理委員会へお問い合わせください

平成14年玉城町消防出初め式が１月３日、町総合グラ

ウンドで行われ、中瀬町長はじめ多数の来賓を前に士気

を高めました。

また、１月13日には二見町で度会郡５か町村連合出初

め式も行われ、両出初め式で次の人が表彰されました。

（敬称略）

●

松田栄二

西岡重浩　　上田定利　　村木啓之　　松本正二

松田臣二

●

松田臣二　　竹郷哲也　　増田敏広　　山路元昭

●

増田敏広　　

山路元昭

二見町で開かれた
連合出初め式
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各教室とも電話での受付　TEL（38）2800

（定員10人程度になりしだい締め切る）

午前の部　10時～正午

午後の部　１時～３時

（ただし、３月16日は午前10時～午後３時の通しでの

開講）

無料

伊勢市広域環境組合清掃工場隣

（伊勢市西豊浜町）

詳しくは、リサイクルプラザ運営委員会事務局へお問

い合わせください。

また、紙すき、サンドブラスト、廃油石けん作りは、

平日でも体験できますので、お気軽にお出かけください。

ただし、グループ・子供会などのご利用は事前にお申し

込みください。

2月 4日（月）、12日（火）、25日（月）、
3月12日（火）

午前10時～11時30分
町保健福祉会館　健康相談室
60歳以上の方（若い方も歓迎します）
指体操、簡単なストレッチ体操など

2月20日（水）
午前中
各町立保育所
家庭で保育している乳幼児とその保護者

毎月第３水曜日に開放。詳しくは各保育所へお問い合わせくだ
さい

2月 7日（木） 介護老人保健施設（ケアハイツ玉城）
14日（木） 介護老人保健施設（弘樹苑）

3月 4日（月） 町社会福祉協議会
いずれも午後２時～４時

下村　久　　大喜多　逸子　　谷口　惠津子
詳しくは町福祉課までお問い合わせください

2月7日（木）
午後１時30分～３時
玉城病院機能訓練室（リハビリ室）
40歳以上で機能訓練を必要とする方
健康チェック、理学療法士・作業療法士による機能
チェック・機能訓練指導など

＊ご希望の方は玉城病院までお申し込みください

伊勢広域環境組合リサイクルプラザでは、「リサイクル品を使って作品を作ってみませんか」を開催します。

く
ら
し
の
情
報
　
2
月
広
域
版
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高校卒業の資格を取りたいけれども勤務の都合などで

毎日通学できない人、事情があって高校に進学できなか

った人や高校を卒業できなかった人…通信制で学んでみ

ませんか。

通信制の学習は定められたレポートの削除指導と年間

20日（日曜日）程度の授業への出席が中心で、4年（３

年も可能）以上在学して定められた単位を修得すると、

高等学校卒業の資格が与えられます。

200人

三重県在住の人、年齢は問いません。ただし中学校卒

業、または同等の学力がある人

入学願書・出身中学校調査書

３月１日（金）～４月５日（金）正午

４月７日（日）

松阪高等学校：2月24日（日）午前10時～12時

東長島公民館：3月5日（火）午後7時～9時

鵜方公民館：3月7日（木）午後7時～9時

名張中央公民館：3月8日（金）午後7時～9時

詳しくは三重県立松阪高等学校通信制課程へお問い合わ

せください。

平成13年12月27日までに下記工事事業者を新たに指定

しましたので、お知らせします。

［広域版］
1

原の入口に西国三十三ヶ寺の観音石像をまつる観

音堂があり、137cmの石灯ろうには、享保３年９

月（1718）と彫られている。「巡礼道引観世音」と

よばれ、「熊野路を導き給え観世音・浄き（きよ）

不浄（ふきよ）の人をえらばず」の御詠を刻んだ碑

が、文化２年５月（1805）に建てられ、江戸講中

と彫られている。

街道をへだてた北側には文政８年（1825）、木像

座体一尺の巡礼道引観世音を本尊とする円通山石仏

庵が建てられ、巡礼はここに詣でて旅の加護を念じ

た。（廃寺石仏庵の道引観音像は原の光徳寺にまつ

られている）

伊勢の国にも観音霊場三十三ヶ寺が選ばれ、寛

保元年（1741）『伊勢巡礼案内記』ができた。第一

番二見の潮音山大江寺から第三十三番多度山法雲寺

に巡るもので、富向山田宮寺は第八番札所、湧福

智山国束寺は第九番札所になって御詠ができ、観

音信仰はいよいよ盛んになった。西国巡礼も田宮

寺、国束寺に杖をひき、熊野よしの街道には勝田

入口に文政７年（1824）「富向山田宮寺是より十

町」の230cmの道標、原入口には文政13年（1816）

「国束寺観音道是より三十三町」の240cmの道標が

建てられた。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

－観音信仰と霊場巡礼－ B

140

指定業者名

（有）明野機工

（有）アクアライフ

（有）みずポリス三重

住　所

度会郡小俣町本町341番地

伊勢市神薗町682番地3

松阪市豊原町573番地21

TEL

0596（23）4554

0596（39）8000

0598（61）0300

原の石仏庵の三十三体仏
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く
ら
し
の
情
報
　
2
月
広
域
版

住民票、所得証明、各種申請受付、相談など、どうぞお気軽にご利用ください。

（土・日、祝祭日は閉庁）
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三重県では、平成13年12月１日から個々の労働者と

事業主との間で起きた労働条件などの紛争を解決できる

よう「あっせん」を行うことになりました。

「あっせん」とは、あっせん員が当事者双方の主張を

確かめ、双方の歩みよりを促して、話し合いによる解決

をお手伝いする制度です。

受付窓口は、三重県中小企業労働相談室です。あっせ

んは、三重県地方労働委員会が行います。お気軽にご相

談ください。

相談・あっせん申請など、詳しくは三重県中小企業労

働相談室へお問い合わせください。

［広域版］
2

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

昨年の12月25日のクリスマスに、玉城村青年連合
会主催によるサンタクロース事業が行われました。サ
ンタクロースやトナカイの衣装を着た青年連合会の
面々が、30件ほどの家庭を回り、子供たちにプレゼ
ントを配りました。子供たちは突然のサンタさんの
訪問に驚きながらも、大喜びでプレゼントを受け取
っていました。

伊勢建設部では、自然に親しんでもらおうと大仏山公

園でスプリングフェスティバルを開催します。

３月９日（土） 午前10時から午後３時

県営大仏山公園　中央広場

自然学習会

ミニステージイベント

太極拳の表演と体験他

なお、今回のイベントは、NPOの方々と協働で開催し

ます。ぜひ、お出かけください。

詳しくは、南勢志摩県民局伊勢建設部企画調査グルー

プへお問い合わせください。



［ ］
Pubulic  Inform

ation  of  T
am

aki  T
ow

n. 
広報

2002.2     N
o.346

広報たまき
第346号　平成14年２月号
編集：広報たまき編集委員会
発行：玉城町役場総務課

〒519-0495 三重県度会郡玉城町田丸114-2
TEL 0596-58-8200 FAX 0596-58-4494

Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp
e-mail  info@town.tamaki.mie.jp

Mie
Ta ma ki Town

SINCE 1955

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課（村山龍平記念館） TEL 58 - 8212
●社会教育課（ 〃　　　） TEL 58 - 8378
■玉城病院 TEL 58 - 3039
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
介護老人保健施設 TEL 58 - 3770
訪問看護ステーション TEL 58 - 8117
在宅介護支援センター TEL 58 - 8822
居宅介護支援事業所 TEL 58 - 8822

■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会
社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
在宅介護支援センター TEL 58 - 8181
居宅介護支援事業所 TEL 58 - 6915

■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■中央公民館 TEL 58 - 6331
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
ふるさと味工房 TEL 58 - 8686

■伊勢広域環境組合斎場 TEL 28 - 5120

休日・夜間当直室
58-8213

今月の表紙

◆人の動き（平成14年1月1日現在）
●人口 14,601人 （-2人）
●男 7,120人 （-1人）
●女 7,481人 （-1人）
●世帯数 4,306世帯（+2世帯）
（ ）は12月1日以降の増減

TAMAKI

2月14日（木）
受付時間　午後１時～１時30分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成10年８月１日～９月30日生まれのお子さんと

前回受診されなかったお子さん
＊該当児には、個人通知いたします

2月15日（金）
3月1日（金）・3月15日（金）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

第1日目　2月18日（月）
テーマ：妊娠中の栄養・生活について

第2日目　2月24日（日）
テーマ：妊婦体験・沐浴実習
時間　午後１時～３時30分
場所：町保健福祉会館
＊ご希望の方は、保健福祉会館へお申し込みください

2月27日（水）
受付時間　午前８時30分～10時30分
場所　町保健福祉会館
定員　50名
料金　900円
＊ご希望の方は保健福祉会館へお申し込みください

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●国民健康保険料
（第11期）………………2月28日（木）

お問い合わせは、町福祉課へ

2月28日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください

3月5日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　今年度の振りかえりと来年度の展望
＊気軽にお越しください

3月7日（木）
受付時間　午後１時～１時30分
場所　町保健福祉会館
対象　平成11年11月１日～12月31日生まれのお子さん
内容　歯科衛生士による講話・ブラッシング指導
歯科健診およびフッ素塗布（希望者）、ご希望の方は３月１
日までに保健福祉会館へお申し込みください
＊該当児には個人通知いたします

3歳児
健康診査

マタニティ
教室

町税など
納期の
お知らせ

たまきっこ
くらぶ

歯っぴい教室

行政・心配
ごと相談

胃がん検診

乳幼児相談
赤や青色と色鮮やかなスポットライト

を浴びながら、熱のこもった演奏に会場
総立ちの場面も。会場からは大きな拍手
が送られていました。


	2002年2月表紙
	まちの話題
	魅力ある町づくり
	町の台所
	くらしの情報
	ネットワーク

